
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 10日、県職労は 2026春闘要求書（168項目）

を畠山人事課総括課長に提出し、来年度の人員配置、

駐車場手当の詳細、会計年度任用職員課題をはじめ、

安心して働ける職場環境改善等に関し交渉を行った。 

【交渉結果】①人事異動について、今年度の内示スケ

ジュールは「非常に遺憾」と伝え、来年度の異動内示

のスケジュール前倒し、着任期間７日間の保障及び４

月１日着任の強要回避を強く求めた。 

②賃金改善では、担当課長級職員の主幹任用について「昨年と同程度となる見込み」と

した。一方、再任用職員の一時金水準を正規職員や会計年度任用職員と同月数に改善す

る必要性について「国や他県の状況を踏まえると、現時点では一時金の見直しは極めて

困難」とした。県職労からは「今現場で働いている人のことをしっかり見てほしい」と

強く求めた。 

③2026年度の人員配置は「2025年度と

同程度の採用を予定」（2025年度は知事

部局等で 145人）としたうえで、専門職

は「獣医師や環境化学・食品衛生職では

採用予定数以上を確保できる見込み」

「総合土木職、建築職などは採用予定数

の確保に至っていない」とし、一定数の欠員が生じる見込みを示した。 

交渉の締めくくりとして、小田嶋委員長から「新採用職員に配属先が伝えられるのは

人事異動内示よりさらに後となる。採用辞退の発生原因にもなっている。人事異動内示

の早期化は人員確保のための『あらゆる取り組み』に当然含まれるはずなので、改善し

て欲しい」と強く求めた。               （上記以外の交渉結果は裏面） 
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東日本大震災から

15年経過。しっか

り危機管理対応で

きる人員体制確保

に向け、全職員で改

善を求めよう！ 

春闘要求書を手交 

回答を求める県職労交渉団 



④ 超過勤務手当予算について  

（県職労）超勤手当の不払いがないよう予算の適正配分をすべき。２月補正予算の状況

及び来年度予算における超勤予算の確保状況を示してほしい。 

（人事課）今年度の２月補正予算で（７号補正）で約 2,500 万円の増額補正を行った。

先般の鳥インフルエンザ関連分は別に農林水産部で予算措置（８号補正）している。

2026年度当初予算案の超過勤務手当は、約 15億８百万円を計上している。人事管理

費の部局間調整を行うなど、超過勤務実績の適時・適切な把握に努めていく。 

⑤ 駐車場手当の詳細明確化について/職員駐車場無料化について  

（県職労）通勤手当のうち駐車場手当（４月１日導入）の具体的な支給内容が今なお明

らかでない。詳細を明確に示されたい。 

（人事課）人事委員会で具体的な検討を行っている。基本的に国家公務員に準拠し、①

職員駐車場の料金 ②常例としてコインパーキングを使用する場合 ③パークアンド

ライドの場合 ④駐車場を２か所以上使用する場合も支給対象となるが、通勤に自転

車を使用する場合の駐輪場料金は、支給対象外となる見込み。 

（県職労）無料化を求めてきた職員駐車場料金について、見解がないまま管財課通知が

先行した。説明を求める。 

（人事課）これまで福利厚生的配慮から本来の使用料水準を 1/2減免した額に設定して

きたが、今回の手当創設に伴い、二重補助となる観点から料金を増額改定する方向。

全国の約３割が職員駐車場を手当対象外とする中での検討であり理解願いたい。 

（県職労）福利厚生目的は手当導入後も変わらない。1/2減免後の額を県費補助負担し

ている訳でもなく理由が矛盾。むしろ引き上げることで、給与費支出額が増加する作

用しかもたらさない。内示後すぐに駐車場希望が締め切られるため時間はないが、再

考されたい。事務局段階で詰めながら、地公共闘として、後日別途回答する。 

  現在、上記疑問点への対応については、地公共闘（県職員関係７組合で構成）で  

人事課と調整中です。 

⑥ 総合案内員について  

（県職労）各合庁総合案内員の任用終了後の案内方法の変更や、情報公開事務の効率化

等の見直し内容が今なお明らかでない。早急に示すべき。 

（人事課）行政文書開示請求の約６割を占める工事に係る金入設計書について、情報公

開制度によらず自主公表できるよう、調整・準備等を鋭意進めている。 

（県職労）北上、遠野、千厩の３合庁の総合案内員について、土木センターが少人数で

総務系業務を担っている状況の改善策は示されていない。継続的に配置してほしい。 

（人事課）業務推進体制の整備や調整状況等を確認しながら、来年度、改めて検討する。 

 

 

 
 

  

  

  


